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保障項目
支払限度額 ※１

3,000万円コース 5,000万コース １億円コース
施設賠償

3,000万円 5,000万 １億円
生産物賠償
保管物賠償 300万円 500万円 1,000万円

生産物回収費用 300万円 300万円 300万円
免責金額 ※２ なし なし なし

※１　支払限度額…契約期間中に通算でお支払いできる共済金の限度額のこと。
※２　免責金額…共済事故 ( 共済金のお支払いに該当する事由 ) が発生した際に、被共済者が自己負担しなければならない金額のこと。

農地面積区分
支払限度額

3,000万円コース 5,000万コース １億円コース
                 0.5ha未満   5,760円   6,500円 　 8,050円
0.5ha以上     1ha未満   6,950円   7,850円 　 9,720円
   1ha以上     2ha未満   8,390円   9,470円   11,730円
   2ha以上     4ha未満 10,120円 11,430円   14,150円
   4ha以上   20ha未満 18,610円 21,010円   26,010円
 20ha以上   50ha未満 48,280円 54,520円   67,490円
 50ha以上 100ha未満 75,210円 84,920円 105,130円

※この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては、「重要事項説明書 ( 契約概要・注意喚起情報 )」および「ご契約のしおり・約款」
により必ずご確認下さい。

共 済 掛 金 例 ( 共 済 期 間 １ 年 )

基 本 保 障 内 容

ポイント３　簡単

ポイント２　シンプルポイント 1　安心

施設
賠償
施設
賠償

生産物
回収費用

保管物
賠償

生産物
賠償

3,000万円
コース １億円コース5,000万円

コース

幅広い賠償責任をカバー
多くの農業者共通の４つのリスクに総合保障。

農業者賠償責任共済
３つのポイント

行田中部支店　渉外担当　相澤 和法

加須中央支店　渉外担当　安部 寛奈

ご契約 １年後

自動継続 自動継続

２年後
・・・

自動継続で手間いらず
1 年で自動継続。面倒な継続手続き不要。

わかりやすい共済掛金設定
基準となるのは農地面積とご希望の支払限度額
のみ。

新しい共済をご紹介

❷



農業のみなさまへ

農業を取り巻く賠償責任リスクについて

お問い合わせは各支店窓口まで

「生産」から「出荷・販売後」まで想定される農業者に関する幅広い賠償リスクを保障します。

農業を取り巻く　　　　に
備えられていますか？

リスク
北川辺支店　渉外担当　武田 萌

④
生産物

回収費用

生産物賠償等にともないかかった回収費用を保障。
加工・販売したジャムに金属片
が混入したことによりお客様が
ケガをしたため同日の製造分を
回収した

出荷した農作物から基準値を超
える農薬の残留が発見されたた
め同時期の出荷品を回収した

③
保管物
賠償

他人から預かった物に対する賠償責任を保障。

他人から預かった
アルミ棚板を何者
かに盗難された

預かっていた手押
し式の耕運機を納
屋で保管時に火災
で焼失した

借用した発電機を
クレーンで移動中
に誤って落下させ
て破損させた

②
生産物
賠償

生産物によって生じた賠償責任を保障。 

農地や農業施設の不備による賠償責任を保障。

農作業上の過失による賠償責任を保障。

①
施設
賠償

【22118280091】

直売所や観光農園で販売した
ジャムが原因でお客様が食中毒
を起こした

直売所で販売した加工品に異物
が混入していたためお客様が口
の中にケガをした

草刈り作業中の草
刈機で小石がはね
て他人の車にキズ
をつけた

観光農園ではしご
に不備があり、お
客様がケガをした

散布した農薬が飛
散して他の農業者
の作物が出荷不能
になった

直売所で害虫駆除
犬が暴れお客様の
車にキズをつけた

ほ場内でトラクタ
の操作を誤り隣家
の塀に衝突して破
損させた

誤って排水路を埋
めつぶして他の農
業者の作物が収穫
不能になった
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─
─
農
作
業
中
の
熱
中
症
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数

は
、
２
０
１
０
〜
２
０
１
９
年
に
２
５
１
人

を
数
え
ま
す
。
年
度
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る

も
の
の
全
体
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
、
70

歳
以
上
が
80
％
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。

─
─
熱
中
症
に
は
ど
ん
な
症
状
が
あ
り
ま
す

か
。

　
熱
中
症
の
症
状
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

●
軽
度
（
Ⅰ
度
）
…
目
ま
い
・
失
神
、
筋
肉

痛
・
筋
肉
の
硬
直
、
大
量
の
発
汗

●
中
等
度
（
Ⅱ
度
）
…
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔

吐
（
お
う
と
）、
倦
怠
（
け
ん
た
い
）
感
、

虚
脱
感

●
重
度
（
Ⅲ
度
）
…
意
識
障
害
、け
い
れ
ん
、

手
足
の
運
動
障
害
、
高
体
温

　
軽
度
で
あ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
休
憩
を
取
れ

ば
回
復
し
ま
す
が
、
呼
び
か
け
へ
の
反
応
が

お
か
し
い
な
ど
、
重
度
だ
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
即
座
に
救
急
搬
送
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
1
人
で
農
作
業
を
行
う

場
合
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

─
─
ハ
ウ
ス
栽
培
は
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
例
年
、
熱
中
症
が
増
え
る
の
は
梅
雨
時
の

6
月
ご
ろ
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
4
月

下
旬
で
も
熱
中
症
の
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
特
に
空
調
設
備
の
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
場
合
、
外
気
温
が
28
〜
30
度
で
も
、
ハ

ウ
ス
内
は
3
5
度
程
度
の
高
温
に
な
る
た

め
、
熱
中
症
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

─
─
２
０
２
１
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
何
で
す
か
。

　
熱
中
症
の
発
生
に
は
、気
温
だ
け
で
な
く
、

湿
度
、
輻
射
（
ふ
く
し
ゃ
）
熱
、
気
流
な
ど

も
影
響
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
評
価
し
た
「
暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
）」

が
熱
中
症
リ
ス
ク
の
目
安
と
し
て
有
効
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
暑
さ
指
数
」
の
考

え
方
を
ベ
ー
ス
に
、
昨
年
度
に
環
境
省
と
気

象
庁
が
運
用
を
開
始
し
た
の
が
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
で
す
。
こ
の
数
値
が
33
以
上

に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
ら
、
前
日
17
時

と
当
日
5
時
に
ア
ラ
ー
ト
（
警
報
）
が
発
表

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

─
─
農
作
業
時
に
有
効
な
熱
中
症
対
策
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
暑
さ
指
数
を
把
握
し
、
そ
の
指
示
内
容
に

従
っ
て
作
業
を
中
止
し
た
り
、
休
憩
し
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
の
場

合
は
、
市
販
の
「
暑
さ
指
数
計
」
を
ハ
ウ
ス

内
に
設
置
す
る
な
ど
、
数
値
を
確
認
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
な
ぜ
な
ら
、
朝
、
水
ま
き
を

す
れ
ば
湿
度
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
屋
外
以

上
の
高
温
多
湿
の
環
境
に
な
り
、
熱
中
症
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
衣
服
の
工
夫
も
重
要
で
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー

や
重
機
な
ど
の
使
用
時
は
、
安
全
の
た
め
に

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
を
身
に
着
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
で
は
熱
中
症
リ
ス
ク

が
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
服
に
付
い
た

フ
ァ
ン
か
ら
外
気
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
、
い
わ
ゆ
る
「
空
調
服
」
や
、
ネ
ッ
ク

ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
熱
中
症
対
策
用
品
が
い
ろ

い
ろ
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
効
果
的
な
休
憩
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
夏
場
の
農
作
業
で
は
、
露
地
栽
培
は
30
分

東京農業大学
国際食料情報学部教授

同大学院
農学研究科環境共生学専攻指導教授

樫村修生
（かしむら おさむ）

熱
中
症
は
ジ
メ
ジ
メ
と
湿
気
の
多
い
梅
雨
時
か
ら
そ
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
熱
中
症
の
症
状
・
対
策
や
農
家
の
被
害
状
況
、

2
0
2
1
年
度
か
ら
運
用
が
始
ま
っ
た
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て
、

東
京
農
業
大
学
の
樫
村
修
生
教
授
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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に
1
回
、
ハ
ウ
ス
栽
培
は
20
分
に
1
回
、
5

〜
10
分
程
度
休
憩
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
で
農
業
に
従
事
し
て

い
る
場
合
は
、
若
い
人
が
高
齢
の
方
の
体
調

を
見
な
が
ら
休
憩
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

─
─
水
分
補
給
で
の
留
意
点
は
あ
り
ま
す

か
。

　
人
間
は
、
胃
や
腸
か
ら
一
度
に
多
く
の
水

分
を
吸
収
で
き
な
い
の
で
、
水
分
補
給
は
小

ま
め
に
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
夏

場
の
作
業
時
に
は
、
お
茶
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
が
適
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
に
含
ま
れ
る
糖
質
が
腸
の
水
分
吸
収

を
促
し
、
発
汗
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
ミ
ネ
ラ

ル
分
も
補
え
る
た
め
脱
水
予
防
や
疲
労
回
復

に
役
立
つ
か
ら
で
す
。

─
─
飲
酒
や
食
事
な
ど
に
関
す
る
注
意
事
項

は
あ
り
ま
す
か
。

　
お
酒
を
飲
む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
利
尿
作

用
に
よ
っ
て
脱
水
症
状
を
起
こ
し
や
す
く
な

る
の
で
、
作
業
日
前
夜
の
深
酒
は
避
け
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
最
低
で
も
7
時
間
は

睡
眠
時
間
を
確
保
し
、
朝
食
を
し
っ
か
り
食

べ
て
か
ら
作
業
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

─
─
農
家
の
熱
中
症
対
策
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
高
齢
者
は
暑
さ
や
喉
の
乾
き
を

感
じ
に
く
い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か
熱
中
症

に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
高
齢
者
の
体
調
を
気
遣
っ
た
り
、
予

防
対
策
を
促
し
た
り
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で

熱
中
症
対
策
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

熱 中 症 対 策 用 品

暑さ指数に適した農作業の例

LINEに
「環境省」の友だち追加で

熱中症警戒アラートが
届きます!

　
暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
）
に
基
づ
く
熱
中

症
警
戒
レ
ベ
ル
を
5
段
階
の
イ
ラ
ス
ト
で
表

示
。
暑
さ
指
数
が
設
定
値
（
出
荷
時
は
33
）

以
上
に
な
っ
た
と
き
は
ア
ラ
ー
ム
音
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

暑
さ
指
数（
W
B
G
T
）計

空
調
服

　
服
に
付
い
た
フ
ァ
ン
か
ら
外
気
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
汗
を
気
化
さ
せ
、
涼
し
さ
を

体
感
で
き
る
作
業
服
。
服
の
中
を
通
っ
た
暖

か
い
空
気
は
、
襟
元
と
袖
口
か
ら
排
出
さ
れ

ま
す
。

例 :TANITA 黒球式熱中
アラーム TC-210

詳細は以下のQRコードを読み
取ってご確認ください。

イラスト : 服部新一郎

安静

軽作業

中程度の作業

激しい作業

極めて激しい作業

※暑さに慣れていない人は32

⃝楽な座位、立位、軽い手作業（書く、簿記など）
⃝手および腕の作業（点検、組み立てや軽い材料の仕分

け）
⃝腕と足の作業（普通の状態での乗り物の運転、足のスイッ

チやペダルの操作）
※暑さに慣れていない人は29

⃝トラクターや重機の操作、草むしり、果物や野菜の収穫 
⃝軽量な荷車や手押し車を押したり引いたりする
※暑さに慣れていない人は26

⃝シャベルを使う、草刈り、掘る、のこぎりをひく
⃝重い荷物の荷車や手押し車を押したり引いたりする 
※暑さに慣れていない人は22

⃝激しくシャベルを使ったり掘ったりする、おのを振るう、階
段を上る、走る 

 ※暑さに慣れていない人は18 

出典 : 農林水産省 HP［日本工業規格 Z8504（人間工学―WBGT〈湿球黒球温度〉
指数に基づく作業者の熱ストレスの評価―暑熱環境） 附属書 A「WBGT 熱ストレス
指数の基準値表」を基に作成］
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理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

７
月
４
日
に
本
店
で
開
催

４
月
26
日
の
主
な
議
案

①
行
政
庁
検
査
に
対
す
る
指
摘
事

項
に
つ
い
て

②
内
部
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

③
理
事
の
辞
任
に
と
も
な
う
補
欠

選
任
の
要
否
に
つ
い
て

④
役
員
推
薦
会
議
の
開
催
に
つ
い

て
⑤
目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ

い
て

⑥
新
た
な
自
己
改
革
工
程
表
へ
の

対
応
に
つ
い
て

⑦
第
26
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て

⑧
第
26
回
通
常
総
代
会
の
開
催
要

領
に
つ
い
て

⑨
議
決
権
行
使
書
面
に
つ
い
て

⑩
令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ

い
て

⑪
令
和
４
年
度
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
等
対
応
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
定
に
つ
い
て

⑫
文
書
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑬
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
資
金
融
資
要
項
の
一
部
変

更
お
よ
び
金
利
軽
減
の
考
え
方

の
制
定
に
つ
い
て

⑭
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

⑮
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
整
備
計
画

に
基
づ
く
工
事
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

⑯
令
和
４
年
産
米
穀
の
出
荷
契
約

書
に
つ
い
て

⑰
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

７
月
４
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
営
農
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

国が支え
る 安心が大

きくなる

担 い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご
相談については、ＪＡほくさい
か農業委員会または農業者年
金基金にお問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

★羽生警察署からのお知らせ

特殊詐欺の犯人から電話が架かってきた場合は、速やかに110番通報、または最寄り
の警察署に通報してください。

【被害防止のためのポイント】
☆在宅時でも留守番電話設定をして、犯人と会話をしないようにしましょう。
☆他人にキャッシュカードを渡したり、カード番号や暗証番号を教えないようにし
ましょう。
☆家族間で合言葉を決めて、被害に遭わないようにしましょう。

　令和３年中の埼玉県の特殊詐欺の被害件数 1,082 件被害額は
約 23億 3000 万円で、主に高齢の方が被害に遭っています。
特殊詐欺の傾向として
〇親族を騙り、現金を騙し取るオレオレ詐欺
〇金融機関職員や警察官等を装った者が自宅に訪れキャッシュ
カードを騙し取る貯金詐欺や詐欺盗
〇自治体職員や金融機関職員を偽って無人ＡＴＭに誘導して現金
を振り込ませたり、キャッシュカードを騙し取る還付金詐欺
が多発しています。

組
合
員
の
方
が
特
殊
詐

欺
の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
！
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検査員名 担当施設 担当支店
柴嵜　秀光

行田カントリー
エレベーター

太田・行田北・行田中部・行田南・行田中央
高橋　　哲 太田・行田北・行田中部・行田南・行田中央
室田　明秀 行田西・南河原・新郷
早川　宏史

川里ライスセンター
羽生中央・羽生北・手子林・須影・羽生東

野口　智弘 騎西中央・田ヶ谷・種足・鴻茎
萩原　智史

羽生ライスセンター
羽生中央・羽生北・手子林・須影・羽生東

西村　法弘 大桑・水深・埼玉志多見
向井　慶光 羽生中央・羽生北・手子林・須影・羽生東
矢島　章吾

加須カントリー
エレベーター

加須中央・加須西・加須北
中嶋　　亮 加須中央・加須西・加須北
南　　寿典 羽生中央・羽生北・手子林・須影・羽生東
野中　俊宏

埼玉志多見
カントリーエレベーター

大桑・水深・埼玉志多見
坂本　義和 川里中央・北川辺
小谷野　諭 行田西・南河原・新郷
古澤　忠弘

騎西カントリー
エレベーター

騎西中央・田ヶ谷・種足・鴻茎
関根　忠志 川里中央・北川辺
加藤　善貴 騎西中央・田ヶ谷・種足・鴻茎
石井　裕之

大利根ライスセンター
大利根営農経済センター

平岡　敬章 大利根営農経済センター
島田　伊織 太田・行田北・行田中部・行田南・行田中央

必須銘柄 選択銘柄

水稲うるちもみ 
及び玄米

コシヒカリ

彩のほほえみ
みつひかり

とねのめぐみ
彩のきずな

キヌヒカリ
彩のかがやき

朝の光
日本晴

あきたこまち
ミルキークイーン

彩のみのり
水稲もちもみ 

及び玄米 峰の雪もち

醸造用玄米 さけ武蔵 五百万石
山田錦

普通小麦 農林６１号
あやひかり

さとのそら
ハナマンテン

普通小粒大麦 すずかぜ
普通はだか麦 イチバンボシ
普通大豆及び 

特定加工用大豆
エンレイ

タチナガハ
行田在来

里のほほえみ
※必須銘柄は、埼玉県内全ての登録検査機関で銘柄検査を行うこと

ができます。
　選択銘柄は、ほくさい農協が独自に銘柄検査を行うことができる

ものです。

令和４年産米の農産物検査員活動体制

農協俳句会会員募集！
農協俳句会は、一緒に俳句を楽しむ仲間を募集しています。

毎月下旬に、ＪＡ騎西中央支店２階会議室にて俳句会を開催しております。

現在の会員は８名。老若男女どなたでもお気軽にご応募ください。

農協俳句会　小山敏男会長　電話 0480-73-2941

ＪＡ騎西中央支店　　　　　電話 0480-73-1121
応　募
連絡先

令和４年産 ほくさい農協産地品種銘柄

折原野歩留先生（前列中央）と
俳句会会員

俳句は、心で感じたこと

や日々の出来事など季語

を添えて五・七・五で表現

する日本古来の定型詩で

す。是非一度見学におこ

しください。

折原野歩留
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早
期
栽
培
の
水
稲
（
４
月
中
旬

～
５
月
上
旬
頃
植
え
）
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
水
管
理
・
穂
肥
等
を

し
っ
か
り
行
い
、
暑
さ
に
負
け
な

い
米
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
　
水
管
理

⑴
中
干
し

　

田
植
え
後
中
干
し
ま
で
は
、
浅

水
で
水
温
を
上
げ
、
分
げ
つ
を
促

進
し
ま
す
。
早
期
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

場
合
、
田
植
え
後
40
日
頃
、
１
株

あ
た
り
の
茎
数
が
25
本
確
保
で
き

た
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
に
入
る
前

に
、
早
め
に
中
干
し
を
実
施
し
ま

す
。
中
干
し
は
、
無
効
分
げ
つ
を

抑
制
し
、
窒
素
吸
収
を
抑
え
る
こ

と
で
登
熟
を
良
好
に
す
る
こ
と
、

ま
た
、
土
壌
に
酸
素
を
供
給
す
る

こ
と
で
、
根
の
活
性
を
向
上
さ
せ

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

土
を
硬
く
す
る
こ
と
で
、
穂
肥
や

収
穫
な
ど
の
作
業
性
が
良
く
な
り

ま
す
。
中
干
し
の
程
度
は
、
田
面

に
小
ひ
び
が
入
り
、
軽
く
足
跡
が

つ
く
程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。
出

穂
期
の
１
か
月
前
ま
で
に
は
終
了

し
ま
し
ょ
う
。

⑵
出
穂
期
前
後
の
水
管
理

　

中
干
し
実
施
後
は
、
湛
水
と
断

水
を
３
～
４
日
で
切
り
替
え
る

「
間
断
か
ん
水
」
を
行
い
、
根
の

活
力
を
維
持
し
ま
す
。
出
穂
期
に

お
い
て
は
、
水
稲
が
受
粉
の
た
め

に
も
っ
と
も
水
分
を
必
要
と
す
る

時
期
の
た
め
、
出
穂
７
日
前
～
出

穂
７
日
後
ま
で
は
、
深
水
状
態
を

保
ち
ま
す
。
出
穂
７
日
～
10
日
後

か
ら
は
再
び
間
断
か
ん
水
を
行
い
、

完
全
落
水
す
る
場
合
は
出
穂
30
日

後
以
降
に
し
ま
す
。
早
期
に
落
水

を
行
う
と
、
登
熟
不
良
に
よ
る
胴

割
れ
や
食
味
の
低
下
を
招
く
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

二
　
穂
肥
（
表
１
参
照
）

　

穂
肥
の
施
肥
時
期
や
量
は
、
幼

穂
長
、
葉
色
等
か
ら
判
断
し
ま
す
。

　

穂
肥
は
葉
色
板
の
色
と
葉
色
を

比
べ
て
、
葉
色
が
４
以
下
の
薄
い

色
に
な
っ
て
か
ら
施
用
し
、
４
以

上
で
葉
色
が
濃
い
場
合
は
時
期
を

遅
ら
せ
、
施
用
量
を
減
ら
し
ま
す
。

　

高
温
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

出
穂
期
10
日
前
に
再
度
、
葉
色
診

断
を
行
い
ま
す
。
葉
色
が
４
以
下

の
場
合
は
、
穂
肥
を
施
用
す
る
こ

と
で
、
高
温
障
害
に
よ
る
収
量
や

水
稲
早
期
栽
培
の
今
後
の
管
理

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

品
質
の
低
下
の
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

基
肥
一
発
肥
料
を
用
い
た
場
合

は
、
原
則
追
肥
は
行
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
高
温
が
続
く
と
、
想
定

よ
り
早
く
肥
料
分
が
溶
出
し
、
不

足
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
出

穂
期
10
日
前
に
葉
色
診
断
を
行
い
、

葉
色
４
以
下
の
場
合
に
は
穂
肥
を

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

三
　
幼
穂
長
の
計
測（
図
１
参
照
）

①
平
均
的
な
株
で
一
番
草
丈
の
大

き
い
茎
を
根
元
か
ら
と
り
ま
す
。

②
茎
を
カ
ッ
タ
ー
で
縦
に
割
る
か
、

手
で
む
き
ま
す
。

③
幼
穂
の
長
さ
を
測
り
ま
す
。

※
１
ほ
場
で
複
数
本
計
測
し
ま
す
。

◆
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ニ
シ
）

　

一
部
の
地
域
に
お
い
て
、
ス
ク

ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
発
生
が
見
ら
れ

ま
す
。
在
来
の
タ
ニ
シ
と
の
見
分

け
は
難
し
い
で
す
が
、
濃
い
ピ
ン

ク
色
の
卵
塊
（
図
２
参
照
）
が
あ

れ
ば
生
息
し
て
い
る
と
判
断
で
き

ま
す
。
水
稲
移
植
後
約
３
週
間
ま

で
の
苗
を
食
害
し
、
深
水
と
な
っ

た
部
分
で
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
卵
に
は
神
経
毒
が
あ

り
、
貝
に
は
有
害
な
寄
生
虫
が
い

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
ゴ
ム
手
袋

や
ト
ン
グ
等
を
使
用
し
、
素
手
で

は
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し

触
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
石
け
ん

で
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

水
稲
移
植
前
後
の
防
除
と
し
て

は
、
移
植
前
の
入
水
～
移
植
後
３

週
間
ま
で
、
取
水
口
・
排
水
口
に

９
㎜
目
合
い
の
ネ
ッ
ト
や
金
網
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
水
路
で
越
冬

し
た
大
型
の
貝
の
侵
入
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
移
植
後

３
週
間
ま
で
水
深
を
４
㎝
以
下
に

保
つ
こ
と
に
よ
り
、
食
害
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
水
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ト

ラ
ッ
プ
や
苗
箱
の
中
に
米
ぬ
か
を

入
れ
て
貝
を
誘
引
す
る
捕
獲
機
を

自
作
し
て
、
効
率
よ
く
捕
獲
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
作
り
方
は

「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
捕
獲
機
」
で

検
索
す
る
と
作
成
方
法
の
H
P
が

出
て
き
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１ 図２ 卵塊

図１ 幼穂の模式図
（カッターの切断面）

表1　穂肥の施用時期と量の目安

品種名 作型等
時期の目安 量の目安

施用時期
(出穂前日数) 幼穂長 葉色の目安

(単葉)
穂肥施用量

(Ｎ成分)

 コシヒカリ
４月から 

５月上旬植
まで

18日 8～15㎜ 4 １㎏/10a

18日 8～15㎜ 3.5 ２㎏/10a

 彩のきずな ５月植 25～23日 1～1.5㎜ 4 ３㎏/10a

※彩のきずなやコシヒカリにおいても高温により葉色が極端に低下した場合２回目の追肥を施す

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ（
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ニ
シ
）に
注
意
を
！
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　２月７日に、第27回埼玉県青年農業者研究大

会がオンライン形式で開催されました。プロジェ

クト発表の部で、北川辺とまと研究会の松橋孝之

さんが、「土壌病害虫撲滅大作戦！～新規土壌還

元消毒でフザリウムを断ち切れ!!～」を発表し、

最優秀賞（県知事賞）を、意見発表の部において、

ヤング農マンＫＡＺＯの角田大輔さんが、「農業

は自分にとって天職です！」を発表し、優秀賞（県

指導農業士協会会長賞）を受賞しました。

　４月14日には、加須市の大橋良一市長へ受賞

の報告をしました。

　ＪＡ鴻茎女性部は、４月７日鴻茎支店で『家

の光』記事を活用し、「モールでつくるチュ

ーリップリース」を作りました。まん延防止

重点措置も解除になり、「気持ちの華やぐ春

らしい手芸をしたい。」との部員のリクエス

トに早速計画し、この日を迎えました。

　集まった部員は16名。５色のひょうたん

型のモールで花を作り、緑のモールを茎にみ

たて、リース用の茶色いモールに巻き付けて

出来上がり。ＪＡ職員と一緒に終始和やかに

リース作りを楽しみました。

　江川君代部長は、「すてきなチューリップ

リースができたので、早速玄関に飾りたい。久しぶりにみんなの顔が見られてうれしい。リクエストがあれば取

り入れたい。」と話します。

　ＪＡ女性部種足支部と高柳支部は、合同で

４月19日種足支店において、ハンドメイド

講習会を開催しました。

　参加人数は17名。『家の光』の記事を参考

に、種足支部員の松永よし子さんが講師とな

り、手ぬぐい１枚で出来るカブリーナ（帽子）

と、ハンカチ１枚で作る幅広ヘアバンドを作

りました。

　手縫いに苦戦しながらも完成した帽子を嬉

しそうにかぶる姿が見られました。

　藤井正子部長は、「コロナ禍で集まれなか

ったが、久しぶりに楽しみながら一つのことに取り組むことができて嬉しい。」と話していました。

青年農業者が最優秀賞と優秀賞を受賞

鴻茎女性部がチューリップリース作り

種足・高柳女性部が合同でハンドメイド講習会

賞状を持つ角田さん㊧と、松橋さん

❾



北川辺地区から田植えスタート！

加須女性部３支部が活発に活動

　ＪＡ北川辺支店管内の（株）おぐらライスでは、

４月17日から早生種の「あきたこまち」の田植

えが始まりました。

　同社は、「コシヒカリ」や「あきたこまち」「彩

のきずな」など10品種を、乾田、たん水直播、

移植を含め53㌶で栽培しています。

　多品種栽培することで、作業を分散させ収穫調

整することができ、適期の刈り取りが可能になり

ます。昨年からアシスト付き田植機で、田植えを

行っています。同社の小倉祐一社長は「アシスト

機能で走行中に苗の補充ができて効率的」と話し、「約１カ月育苗作業を経て、やっと田植え初日を迎えられた。

これから４カ月は、除草や水管理と大変な作業が続くが、今年就農した弟と２人で美味しい米が収穫できるよう

に頑張りたい」と話しています。

　コロナ禍で活動自粛していた、ＪＡ加須中央女性部が活動を再開しました。

　ＪＡ加須中央女性部（儘田光子部長）は、３月３日に加須中央支店で手ぬぐい頭

巾づくりに参加しました。この講習会は加須市農村女性組織連合会が主催したもの

で、同部からは24名が受講。手ぬぐいを材料に、家事や農作業の折に被る頭巾を

作りました。４月５日には、ＪＡ水深・大桑女性部支部（関和枝美子部長）も部員

６名と手ぬぐい頭巾づくりに挑戦しました。

　ＪＡ西・志多見女性部（秋山淳子部長）は、４月

18日に加須西支店にてフラワーアレンジメント講習

をひらきました。参加者は24

名。５種類の花をおもいおもい

に植え付け、春らしいすてきな

アレンジに仕上がりました。部

員からは「すてきな花鉢ができ

てうれしい。玄関先に飾りた

い」と笑顔で話していました。

田植えをする小倉社長をドローンで空撮

帽子を手縫いするＪＡ加須中央女性部の部員 帽子をかぶるＪＡ水深・大桑女性部員

フラワーアレンジメントを持つＪＡ西・志多見女性部員
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ハウスナス・無加温キュウリ目ぞろえ会

騎西中央支店で共済相談会開催

段ボールコンバイン完成

　加須市騎西園芸組合は、４月20日に種足野菜出荷所でハウス

ナスと無加温キュウリの目ぞろえ会を開き、全農担当者や取引市

場との情報交換を行いました。参加した生産者21名がナスとキ

ュウリのＡ品とＣ品（各１㌜５㌔）を真剣な眼差しで確認しまし

た。参加した市場担当者は、「選別に優れ品質も良好。このまま

品質を維持して出荷してほしい。」と話していました。梓澤實組

合長は、「今シーズン、新品種のナスＴＮＡ-168を８割の生産者

が栽培した。高品質なナスが収穫でき自信をもって出荷できる。」

と話しています。

　ＪＡでは令和３年度から、新たな取り組みとして

週末に「共済相談会」を開いています。４月16日

には騎西中央支店で開催し、今回が２回目。共働き

の現役世代など、平日に来店できない方が共済の見積もりや

加入内容の疑問、質問をする機会を設けることが目的。参加

された方は、「農協の広報誌に折り込まれていた共済相談会

のチラシを見て、ちょうど良い機会だと思い来てみました。

自分の加入状況や保障内容を再確認できてよかったです。」

と話していました。騎西中央支店綱川秀明次長は、「共済は、

組合員や地域の皆様が安心して暮らしていただく支えと考えて

います。これからも相談会を通じ、組合員の豊かな生活の一助となれれば」と話しています。

　羽生市三田ケ谷小学校６年生の内田優都さんが、段ボールでコンバインを完成

させました。同小教諭から「立派なコンバインが完成したので、是非水稲農家の

みなさんに観ていただけたら」と紹介いただきました。この力作の題名は「おじ

いちゃんの相棒」。水稲農家で祖父の内田成一さんの農業機械を参考に、昨年の

秋に図工の時間に作成したものです。将来、薬剤師の仕事をしながら米を栽培す

るのが夢という内田くんは、「一番のこだわりは運転席。細部まで時間をかけて

作成しました。」と話しています。

　ＪＡは４月24日に毎年恒例の野菜苗市を騎西カントリーで開

催しました。今年は、騎西中央支店の建て替え工事の為、場所を

変更して開催しましたが、朝から多くのお客様で賑わいました。

　キュウリやナス、ピーマンなど25種類の苗が販売され、一番

人気は接木のナス苗で1,000本以上を売り上げ、全体をとおして

8,246本の売り上げとなりました。

規格を確認する生産者

組合員の相談にのる鴻茎支店加藤貴志職員

自作のコンバインと内田くん

騎西地区野菜苗市の様子

騎西地区で野菜苗市を開催
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応
募
な
き
保
育
園
に
も
桜
咲
く　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

薫
風
を
少
し
溶
か
し
て
予
算
組
む　
　
　
　
　

〃　
　

金
子　
　

功

梅
雨
寒
や
無
人
駅
舎
の
小
座
布
団　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

そ
の
中
に
人
形
負
う
子
藤
ま
つ
り　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

巣
燕
や
も
う
少
し
だ
け
暮
ら
す
家　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

人
柱
捧
げ
し
堤
花
盛
る　
　
　
　
　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

始
ま
り
は
睫
毛
の
ご
と
き
植
田
か
な　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

大
木
を
五
人
で
抱
ふ
若
葉
風　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
須　

友
子

先
頭
は
鼻
利
く
者
か
蟻
の
列　
　
　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

植
ゑ
ら
れ
て
溺
れ
そ
う
な
る
早
苗
か
な　
　
　

〃　
　

長
瀬　

三
男

春
の
虹
ク
レ
ソ
ン
か
お
る
蟹
ご
は
ん　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

真
っ
青
な
空
を
乗
せ
行
く
鯉
幟　
　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

嬰
児
の
ひ
と
み
に
移
る
春
の
雲　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

水
温
む
母
の
喜
び
言
の
葉
に　
　
　
　
　
　

羽　

生　

道
給　

㐂
仙

代
掻
き
や
息
子
鼻
取
父
馬
鍬　
　
　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

麦
秋
や
雀
の
騒
ぐ
地
蔵
小
屋　
　
　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

我
が
庭
の
要
で
あ
り
し
牡
丹
咲
く　
　
　
　
　

〃　
　

樋
口
登
美
子

紅
白
の
続
く
通
し
や
花
水
木　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

長
谷
部
愛
子

見
納
め
と
思
い
し
仰
ぐ
桜
か
な　
　
　
　
　
　

〃　
　

多
田
千
代
子

桜
散
る
光
合
成
開
始
抜
か
り
な
し　
　
　
　

加　

須　

渡
邉　
　

弘

代
田
掻
く
鏡
一
枚
拭
く
や
う
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
歩
留

※
７
月
号
へ
の
投
句
は
、
６
月
24
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課

（
住
所
不
要
）
宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

ど
の
田
に
も
捨
印
の
ご
と
余
り
苗　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

（評）
余
り
苗
は
捨
て
苗
と
も
い
い
何
処
の
農
家
も
最
悪
の
事
態
に
備
え

て
余
分
に
苗
を
育
成
す
る
。
田
植
え
の
済
ん
だ
田
の
隅
に
夏
至
の
こ

ろ
ま
で
植
え
て
置
く
。
そ
の
情
景
を
捨
て
印
の
様
だ
と
感
じ
た
。
企

業
戦
士
だ
っ
た
作
者
な
ら
で
は
の
感
覚
で
あ
る
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

長谷部弘子さん
と

パッチワーク

きさい 通 信

　子どもの頃から編み物が得意で、編み物の先生もしていました。15年ほ
ど前に友人の誘いがきっかけで本格的にパッチワークを始め、現在では数
えきれないほどの作品が出来ました。
　写真の長谷部さんが手にしている作品は、特にお気に入りのもので、完
成まで２ケ月ほどかかったそうです。
　１枚１枚の継ぎ目をまっすぐにまがらないようにするのは、本当に大変
な作業で、配色を間違えると全部はがしてやり直すこともあります。
　あくまで趣味ということで、コンクール等に出品することはせず、パッ
チワークの価値をわかってくれる友人に作成し、プレゼントして喜んでも
らえることが嬉しいそうです。
　他にも押し花や籐（とう）など、いろいろな趣味を持っていて、どれも
手作りとは思えないような仕上がり。弘子さんの部屋も布や糸などの材料
で埋め尽くされています。
　「いつまでも作品作りに没頭したい」と楽しそうに話していました。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。

今回は騎西地区です。

パッチワークを手にする長谷部さん

長谷部さん手作りの
パッチワーク
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

令
和
３
年
分
の
農
業
青
色
申

告
を
終
え
て
、
所
得
の
計
算
に
誤

り
が
な
い
か
を
見
直
し
て
い
ま

す
。
家
業
と
し
て
の
農
業
経
営
の

状
況
は
一
進
一
退
が
続
い
て
お

り
、
恒
常
的
な
赤
字
経
営
に
陥
ら

な
い
か
心
配
で
す
。
ど
こ
が
良
く

て
ど
こ
が
悪
い
の
か
を
調
べ
て
対

処
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

確
定
申
告
書
か
ら
ど
ん
な
経
営
情

報
が
得
ら
れ
ま
す
か
。
来
年
に
向

け
て
見
直
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
、
次
世
代
対
策
は
ど
う
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。

農
業
は
偉
大
な
産
業

　

長
年
に
わ
た
っ
て
安
心
で
安
全
な

食
料
を
作
り
続
け
て
き
た
農
家
が
、

親
の
相
続
を
機
に
廃
業
す
る
意
向
を

示
し
始
め
て
い
ま
す
。
不
採
算
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
子
や
孫
達
が
親
元

を
離
れ
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
こ
と
、
家
族
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
、
農
業
と
会
社
勤
め
を

両
立
で
き
な
い
こ
と
が
動
機
の
よ
う

で
す
。
地
球
の
片
隅
で
起
き
た
小
競

り
合
い
で
私
た
ち
の
食
卓
の
様
子
が

変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
、
異
常
気
象

や
地
殻
の
変
動
に
よ
る
食
料
危
機
は

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
耕
地
の

３
割
で
も
２
割
で
も
自
作
し
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

赤
字
経
営
が
続
く
と

　

農
産
物
の
相
場
は
、
生
産
原
価
を

よ
そ
に
需
給
関
係
と
社
会
生
活
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
公
共
料
金
の
性

格
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
は
農
業
所
得
の
申
告
書
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
赤
字
が
目

立
っ
て
き
ま
し
た
。
税
法
上
の
特
例

を
適
用
し
た
結
果
欠
損
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
か
ら
一
概
に
言
え
ま
せ

ん
が
、
費
用
が
収
益
を
上
回
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
年
の
損

失
は
他
の
経
常
所
得
と
損
益
通
算

し
、
通
算
し
き
れ
な
い
部
分
は
純
損

失
と
し
て
３
年
間
の
繰
越
控
除
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
お
控
除
で

き
な
い
部
分
は
事
業
へ
の
持
ち
出
し

に
な
り
ま
す
。
特
例
を
受
け
る
前
で

赤
字
に
な
る
の
は
、
主
に
市
街
化
区

域
内
の
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
負
担
と
農
業
機

械
等
の
減
価
償
却
費
で
あ
り
決
算
書

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
価
償
却
費
を
計
上
す
る
と
赤
字
に

な
る
時
は
元
手
を
回
収
で
き
な
い
危

険
な
状
態
で
す
。
収
穫
量
が
伸
び
ず

単
価
が
上
が
ら
な
い
う
え
に
、
生
産

資
材
や
農
業
機
械
が
高
い
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
農
業
は
「
業
」
で
す
か
ら
、

農
地
を
耕
し
て
作
物
を
生
産
し
利
益

を
上
げ
な
け
れ
ば
家
業
と
し
て
成
り

立
た
な
い
。
赤
字
が
続
く
と
納
税
は

な
く
と
も
機
械
等
へ
の
投
下
資
金
を

回
収
で
き
ず
、
債
務
が
増
え
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
産
原
価
と
く

施
設
面
の
生
産
性
を
見
直
し
て
、
こ

の
悪
循
環
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

生
活
設
計
を
支
え
る
家
業
に

　

入
り
を
図
っ
て
出
を
制
す
考
え
の

も
と
に
、
一
年
間
の
収
支
計
画
を
立

て
る
と
収
支
は
償
う
こ
と
が
で
き
る

し
、
作
り
方
と
売
り
方
も
見
え
て
き

ま
す
。
販
売
高
は
単
価
×
数
量
で
示

さ
れ
る
と
お
り
収
益
を
高
め
る
に
は

単
価
を
上
げ
る
か
収
穫
量
を
増
や
す

し
か
な
い
。
庭
先
販
売
や
農
協
の
直

売
所
へ
の
出
荷
な
ど
、
消
費
者
に
限

り
な
く
近
づ
き
単
価
を
上
げ
る
の
も

一
法
で
す
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で

「
お
い
し
い
も
の
」
を
作
る
た
め
の

品
種
の
選
択
や
栽
培
の
秘
伝
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
に

と
も
な
っ
て
収
益
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
事
業
に
は
経
済

規
模
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
の

確
定
申
告
を
終
え
て

家
業
の
あ
り
方
を
考
え
る

ま
ま
ど
こ
ま
で
も
成
長
し
続
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
業
は
小
さ
な

収
益
の
積
み
上
げ
で
す
で
す
か
ら
畑

に
あ
る
も
の
は
ど
れ
も
商
品
、
小
さ

な
出
荷
も
惜
し
ま
な
い
姿
勢
が
必
要

で
す
。
作
物
を
組
み
合
せ
た
出
荷
計

画
と
生
産
計
画
を
立
て
た
ら
実
践
し

見
直
し
を
す
る
。
こ
の
繰
返
し
で
確

か
な
利
益
は
実
現
す
る
も
の
で
す
。

納
税
す
る
と
残
る
も
の
が
あ
る

　

同
じ
面
積
の
調
整
農
地
で
、
同
じ

作
物
を
生
産
し
、
同
じ
販
売
高
を
上

げ
た
Ａ
農
家
と
Ｂ
農
家
が
あ
り
ま
し

た
。
税
制
上
の
特
例
を
適
用
す
る
前

の
所
得
が
、Ａ
さ
ん
は
２
０
０
万
円
。

Ｂ
さ
ん
は
２
０
０
万
円
の
欠
損
で
し

た
。
原
因
は
生
産
原
価
の
か
け
方
に

あ
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
所
得
税
と

住
民
税
を
30
万
円
納
付
し
て
も
、
な

お
１
７
０
万
円
の
資
金
が
残
り
ま
し

た
が
、
Ｂ
さ
ん
は
元
手
が
２
０
０
万

円
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
所
得
が

出
る
と
納
税
が
必
要
で
す
が
処
分
で

き
る
資
金
が
増
え
る
の
で
す
。
資
金

に
余
裕
が
出
て
く
る
と
経
営
資
金
の

好
循
環
が
始
ま
り
、
次
な
る
効
率
経

営
へ
の
投
資
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

農
業
経
営
を
移
譲
し
よ
う
と
す
る
後

継
者
に
は
子
育
て
で
き
る
給
与
を
支

払
い
生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
で
き
れ
ば
法
人
成
り
し
て
、
雇

用
と
後
継
者
の
受
け
皿
を
作
っ
て
お

く
と
承
継
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ

う
。

青
色
専
従
者
給
与
を
考
え
る

　

農
業
は
家
族
労
働
が
前
提
に
な
っ

て
い
る
だ
け
に
、
家
族
の
労
働
を
正

し
く
評
価
す
る
た
め
に
事
業
主
の
所

得
の
一
部
を
従
事
者
へ
の
給
与
と
し

て
支
給
す
る
し
く
み
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
と
生
計
を
一
に
し
、
農
業
へ

専
ら
従
事
す
る
家
族
へ
支
給
す
る
青

色
事
業
専
従
者
給
与
は
、
特
例
と
し

て
農
業
所
得
の
必
要
経
費
に
な
り
ま

す
。
従
事
し
た
仕
事
の
内
容
に
ふ
さ

わ
し
い
給
与
を
支
給
す
る
こ
と
で
、

事
業
主
の
所
得
を
家
族
に
分
散
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。相
続
の
際
に「
事

業
主
の
遺
産
の
造
成
に
著
し
く
寄
与

し
た
と
し
て
寄
与
分
を
請
求
し
て
も

な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
い
だ
け
に
、

相
続
対
策
と
し
て
も
有
効
な
手
段
に

な
り
そ
う
で
す
。
配
偶
者
控
除
を
取

る
か
、
専
従
者
給
与
に
す
る
か
、
給

与
を
い
く
ら
に
す
る
か
な
ど
の
届
出

書
を
速
や
か
に
提
出
し
て
、
こ
の
制

度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
し

ま
す
。

青
色
申
告
特
別
控
除

　

青
色
決
算
書
（
損
益
計
算
書
）
に

よ
っ
て
生
産
原
価
の
額
、
販
売
手
数

料
等
の
流
通
費
、
人
件
費
の
総
額
、

施
設
の
保
有
コ
ス
ト
な
ど
を
把
握
し

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
複
式
簿
記
（
損
益
計
算
と
財
産
計

算
を
同
時
に
仕
訳
記
帳
す
る
帳
簿
方

式
の
こ
と
）
に
よ
る
貸
借
対
照
表
を

申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
10
万
円
だ
っ
た
青
色
申
告
特
別

控
除
は
65
万
円
に
な
り
ま
す
。
損
益

計
算
の
結
果
と
し
て
の
財
産
と
債
務

の
因
果
関
係
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
個
人
事
業
は
ど
ん
ぶ
り
勘

定
に
な
り
や
す
く
、
事
業
用
資
産
の

活
用
状
況
、資
金
繰
り
の
善
し
悪
し
、

利
益
の
累
積
状
況
な
ど
を
見
失
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。と
く
に
、

投
資
額
の
回
収
計
算
と
し
て
の
減
価

償
却
は
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
時
に

金
融
資
産
と
し
て
回
収
さ
れ
る
は
ず

の
投
下
資
金
が
、
生
活
費
に
流
用
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
貸
借
対
照
表

は
片
手
落
ち
に
な
り
が
ち
な
事
業
上

の
債
権
債
務
や
投
下
資
本
の
把
握
管

理
に
欠
か
せ
な
い
手
段
な
の
で
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
虹
の
七
色
の
一
つ
。
赤
の
隣
で
す

❷
役
者
が
立
つ
所

❹
ア
メ
リ
カ
に
行
く
こ
と
を
漢
字
で

表
す
と

❺
と
げ
に
覆
わ
れ
た
海
の
幸

❼
「
佐
藤
錦
」「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
な

ど
の
品
種
が
あ
り
ま
す

❿
出
番
前
の
出
演
者
が
支
度
を
す
る

場
所

⓫
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
や
ゲ
イ

リ
ー
・
ク
ー
パ
ー
は
―
―
劇
で
活
躍

し
ま
し
た

⓭
賞
与
と
も
呼
ば
れ
ま
す

⓮
多
く
の
星
が
集
ま
っ
て
で
き
て
い

ま
す

⓯
お
な
か
の
上
で
貝
を
割
る
動
物

⓰
生
産
量
日
本
一
は
長
崎
県
。
特
に

茂
木
の
物
が
知
ら
れ
て
い
る
果
物

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部

営
農
支
援
課
宛
送
付（
住
所
の
記
入
は
不

要
で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）に
お
住
ま
いの
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
６
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
５
月
号
の
答
〉

　

エ
メ
ラ
ル
ド

タ
テ
の
カ
ギ

❶
１
人
用
が
シ
ン
グ
ル
な
ら
２
人
用
は

❸
作
物
の
テ
ン
サ
イ
は
、
―
―
ダ
イ
コ

ン
と
も
呼
び
ま
す

❻
か
ま
ぼ
こ
の
土
台
に
し
ま
す

❽
唇
に
差
す
物

❾
最
高
学
府
に
通
う
人
々

⓬
２
０
２
２
の
百
の
―
―
の
数
字
は

０
で
す

⓮
賭
博
師
、
ば
く
ち
打
ち
の
こ
と

⓰
ビ
ー
ル
や
ジ
ャ
ム
を
詰
め
ま
す

⓱
―
―
サ
ラ
ダ
、
―
―
サ
ン
ド
、
―

―
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

⓲
大
福
と
か
よ
う
か
ん
と
か
。
水
無
月

（
み
な
づ
き
）
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す

⓳
い
ろ
い
ろ
な
具
を
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
で

挟
ん
で
作
り
ま
す

☆
４
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
飯
田　
静
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
相
上
フ
サ
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
沖
山
い
つ
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
柿
沼　
　
勝
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
松
本　
幸
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
塚
田
美
津
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
湯
峯　
典
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
丸
山
由
美
子
さ
ま
（
大
利
根
）

　

６
月
に
な
り
、
い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
ね
。
こ
の

時
期
に
な
り
ま
す
と
食
中
毒
の
ニ
ュ
ー
ス
を
多
く
目
に
し
ま
す
。
食

中
毒
は
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
体
内
に
侵
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
そ
う
で
す
。
防
ぐ
に
は
細
菌
な
ど
を

「
つ
け
な
い
」「
増
や
さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」
と
い
う
３
つ
の
事

が
重
要
だ
そ
う
で
す
。
皆
様
も
食
中
毒
に
は
十
分
注
意
し
て
梅
雨
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
�

�

Ｓ
・
Ｎ

編
集
後
記

�
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東
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自
動
車
道
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ほくさい
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8484

会場のご案内

Ｐ
Ｐ

Ｐ

農業機械
展示会

7/15金・16土7/15金・16土
ほくさい農協 本店特設会場ほくさい農協 本店特設会場

午前 9 時
▶午後 3 時
午前 9 時
▶午後 3 時

全農埼玉県本部取扱いメーカー各社全農埼玉県本部取扱いメーカー各社

マスク着用マスク着用
ご来場時は必ず
マスクを着用ください
ご来場時は必ず
マスクを着用ください

３密対策３密対策
ご来場は出来る限り
短時間で
ご来場は出来る限り
短時間で

アルコール消毒アルコール消毒
ご来場時に手指の
アルコール消毒を
ご来場時に手指の
アルコール消毒を

ソーシャル
ディスタンス
ソーシャル
ディスタンス
ご来場の際は他の
お客様と間隔を空けて
ご来場の際は他の
お客様と間隔を空けて

●農機具各種展示 ●生産資材の展示
●肥料農薬相談コーナー

日時日時
会場会場

協賛メーカー協賛メーカー
コロナウイルス感染防止策のお願い

展示内容展示内容

ご来場者
全員に

粗品進呈
ご来場者
全員に

粗品進呈


